
津軽岩木スカイライン入口の向かい側
トウモロコシ畑への道路（湯段温泉方向）

嶽キミが全国的に有名となり、キミ畑への道も整備された。

岩木高原の風景の一枚。

【応募者のコメント】

１

【常盤野 常盤野６号線】



常盤野 湯段温泉（ミズバショウ沼公園）からの眺め

津軽富士を変形して見られる湯段地区。

トウモロコシが最盛期だ。

【応募者のコメント】

２



常盤野農村公園（ミズバショウ沼公園）の風景

水芭蕉で有名な湯段の公園は、岩木山のてっぺんが真近に見ら
れる迫力満点のスポット！！そこには「ザゼンソウ（別名：ダルマソ
ウ）」「越年（オツネン）トンボ」など自然の中に、小さな命があふれ
ている瞬間を感じる事ができ、平らな遊歩道で安全に散策が楽し
める場所なので、ドライブがてら立ち寄ってみてくださいネ！！

【応募者のコメント】

３



岩木山総合公園前「青い山脈」碑から眺めた岩木山

ある知人は「りんご公園のりんご追分の歌碑」みたいに「青い山
脈」をセンサー感知で流しては？だそうです。

弘前生まれや弘前に転入転勤して「石坂洋次郎」「青い山脈」を
知らない方々もいるとか。

【応募者のコメント】

４



岩木山総合公園からの眺め

以前から、個人的に気に入っている場所です。この場所から見る
「岩木山」は、迫力が違います。
特に「冬の岩木山」は周囲が雪だけとなりますので その迫力に拍

車がかかります。
冬でも行けますので、私は大好きです。１~２年ほど前の写真です

が、冬の写真も添付します。

【応募者のコメント】

５



桜林公園の風景

岩木山の大地を彩るカタクリの花

おじぎの姿が愛らしい・・・

【応募者のコメント】

６



新春の岩木山神社社殿

岩木山神社は、やはり雪が似つかわしいです。

【応募者のコメント】

７



三本柳温泉周辺からの眺め

岩木山の麓の中野・三本柳温泉と田園風景。

岩木山も良し。

【応募者のコメント】

８



アップルロード（三本柳）から眺めたりんご畑と岩木山

快晴の日なら「りんご畑＋岩木山」に最高の絶景。

【応募者のコメント】

９



岩木山百沢街道の風景

岩木山神社、百沢温泉での帰路に一望できる最高の景観。

旧暦８月下旬にはお山参詣の集団登拝者が通る道。

【応募者のコメント】

１０



百沢街道「松並木」の風景

について・・・

個人的に岩木山、岩木山神社にドライブする時の

一番のお気に入り。

【応募者のコメント】

１１

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

Ｄ

岩木山神社側から宮地方向 宮地側から岩木山神社方向 その１

宮地側から岩木山神社方向 その２ 百沢街道から市内の眺め



これが津軽の夫婦景色

数あるリンゴ畑の中でも、ここはトップクラスの場所である。

私は、岩木山とリンゴの花を「夫婦景色」と呼んでいる。秋のリン
ゴもそうである。

この場所がサクラの花だとどうだろう。秋には紅葉！まさに、春と
秋の「サクラ山岩木公園」ですぞ！！

【応募者のコメント】

１２

【宮地字菖蒲沢 菖蒲沢大柳線沿い】



ここは弘前の奥座敷

ここは弘前の奥座敷
こんな素晴らしい場所はめったにあるものではない。
なんとか後世に残せないものか。
私が思うには・・・この辺一帯が「サクラ山岩木公園」なんて、

観光ルートになればいい・・・と。

【応募者のコメント】

１３

【宮地字菖蒲沢 菖蒲沢大柳線沿い】



砂沢溜池から眺めた岩木山

畑に行く時に必ず見る景色ですが、

メディアを通して見かける事が少ないので

穴場のビューポイントと思い選ばせていただきました。

【応募者のコメント】

１４



紅葉の幕とじる、のどかな晩秋

【応募者のコメント】

岩木八幡宮付近からの岩木山の眺め１５

Ａ

早春の岩木山。
頂上から見上げればひとすじの飛行機雲。

【応募者のコメント】

Ｂ

【10月撮影】

【３月撮影】



春の息吹き。 サクラ色に包まれる岩木山。
弘前城の桜は咲いただろうか？

【応募者のコメント】

Ｃ

【４月撮影】

岩木山のふもとに見える黒い森。そこは津軽の殿様が建てた愛宕山の
橋雲寺。戦の必勝祈願した殿様の守り神なり。見える景色は天下一品！
新田開発された先祖の土地から今も聞こえる働き人の声。
「さあ、今年も田植えはじめるぞー！」

D

【５月撮影】

【応募者のコメント】



りんごの花と岩木山。
たんぽぽ畑にマメコバチ。 ほのかな香りに誘われて、
よぐよぐ見れば桜もきれいだばって、
りんごの花のなんとめごいごと！

【応募者のコメント】

E

【５月撮影】

クレパス色の岩木山

F

【６月撮影】

【応募者のコメント】



真っ赤に色づく収穫間近のりんごと岩木山

これぞ、代表的な津軽・弘前の秋風景！
紅葉がうっすらと始まった津軽富士・岩木山と、真っ赤に色づい

た名産のりんご。（岩木山とりんごの写真は市内各所で撮れるが、
シンプルにして、印象的なビューポイント・ベストワン！だと思う）

注：写真撮影時は岩木山本体とりんごの実にポイントを置き、
岩木山の裾野は取り込まない方が、すっきりシンプル
な画面になります。

【応募者のコメント】

１６

【富栄 独狐薪苗線沿い】



豊穣の秋、昔ながらの稲束干し風景！
～われらがお山・岩木山に見守られて～

岩木山に見守られるように広がる弘前市内の水田地帯の中でも
住宅地（農家が多い）と稲刈り風景などを一緒に（一つの写真画面
で）撮影できる地域はそれほど多くない。また丸太棒にカサ掛け？
した稲束を見ることは少なくなってきた。

この頃、岩木山は頂上から紅葉前線が急に下り始めている。夏
に「サイギサイギ」と、豊作祈願した「お山参詣」に応えて、優しく、
ほほえんでいるかのような岩木山の秋景色でもある。

【応募者のコメント】

１７

【横町字豊田 野崎橋付近】



生命を育むお百姓さんこそ文化人である

「生命を育むお百姓さんこそ文化人である」
とある有名人が言った。

文化の真髄は「生命を大事に育てる心である」。だから生命を守
り一生懸命育てている人が文化人である。お百姓さんこそが一番
の文化人であり、農業を大事にする国が文化国家であると。

この場所が、大企業の目先の利害にならないよう、農村が犠牲に
ならないよう祈るのみである。

【応募者のコメント】

１８

【横町字松本 本薬師堂一町田線沿い】



健全な文化都市は自然豊かな風景から

弘前市の中心外には、豊かな水田が広がり、四季の風景に欠か
せないパートナー、岩木山がある。

津軽民謡はこうした風景から誕生し、また多くの歌謡曲も歌われ
ている。弘前市は、こうした水田を絶やすことなく、調整保存してで
も水田と共生出来る担い手の居る健全な文化都市を築かれること
を心から願ってやまない。

【応募者のコメント】

１９

【横町字松本 本薬師堂一町田線沿い】



真土、田園からの眺め

稲穂を見おろす雄大な津軽富士の風景。

水田はわれの下にあり。

【応募者のコメント】

２０

【真土 熊嶋・真土線沿い】



岩木山が見守る水田（田植え前）の水鏡。
風がやみ、心まで無心にさせてくれる静かな夕暮れ。

【応募者のコメント】

真土保育園前からの岩木山の眺め２１

Ａ

あかね色の大地。 岩木山があればこそ！

【応募者のコメント】

Ｂ



岩木山に沈む太陽の輝きは、実りある稲穂へ祝福の輝きで照らしている。
少しもの悲しい花嫁の父に似ている夕暮れ。

【応募者のコメント】

Ｃ

Ｄ

棒掛けの米！天日干しされた米！津軽の米はうまい！
「んだべ？」と聞げば「んだんだ！」と答える岩木山。

【応募者のコメント】



初雪の頃。なんとすがすがしいお山よ、青空よ。

【応募者のコメント】

Ｅ



旧相馬村地区の風景２２ ２６～

２２

展望スペースから望む屏風岩と紅葉づく山林２３

展望スペースから望む相馬ダムと白神山地



２４農村公園（羽根山）の展望スペースから望む岩木山

２５ 農道紙坂線沿いのりんご畑から望む岩木山



仕事の異動で１０月から相馬で働くことになりましたが、同僚の方
から、相馬には隠れた絶景ポイントがたくさんあることを教えてもら
い、撮影しました。

ぜひ弘前市民はじめ、皆さんに広く知っていただけることを願って
います。

【応募者のコメント】

２６ ロマントピアのスキー場から望む岩木山と相馬の町並み



そうまロマントピアスキー場からの眺め

里山。田園。まちなみ等で景観を形成している

旧相馬村だからこそ、岩木山も眺望バツグン。

【応募者のコメント】

２７



ロマントピアスキー場からの眺め

集落、森、山の稜線と季節ごとの色の移り変わりが感じ取れる絶
景スポットだと思います。

見ていると元気が出ます！

【応募者のコメント】

２８



星と森のロマントピア「天文台」の風景

２０数年経過した天文台。

広く知ってほしいと。

【応募者のコメント】

２９



アップルロード～星と森のロマントピアそうま間からの眺め

相馬地区は、岩木山の形が綺麗に見える位置だと思い、この場
所を選びました。

秋には、ここから赤く実ったりんごと岩木山を見ることができるの
ではないでしょうか。

【応募者のコメント】

３０

【黒滝字一ノ松本 湯口羽根山線沿い】



水田に映る残雪の逆さ津軽富士

田植えが終わったばかりの水田に優美な残雪の姿を映す津軽富
士・岩木山。（岩木山、三つの峰の左右に均衡のとれた形は、これ
以上市内をはずれて北に行くと、形がくずれてしまう）

この位置からのこの風景は、早朝岩木山に正面から陽が当る時
間帯が、残雪の白さと空の青さ、苗の緑色が、殊に美しい。

【応募者のコメント】

３１

【独狐 主要地方道弘前環状線沿い】



石渡やすらぎ温泉～河西スポーツセンターの間からの眺め

「岩木山＋米の稲田」。

稲がたくさん実り、快晴の岩木山＋たくさんの稲なら、

更なる絶景です。

【応募者のコメント】

３２



岩木川市民ゴルフ場と岩木山の眺め

市民の愛する岩木山を背景に、市街地にゴルフ場が配置され、
そこでスポーツを楽しむ皆さんの姿を見るにつれ、弘前市の環境
の良さを感じます。

西バイパス沿いを車で通る度に、自然と人とスポーツの融合が美
しいと感じています。

【応募者のコメント】

３３



岩木川せせらぎ広場からの眺め

夏は家族で水遊び。 水切りができる清流。

広々とした岩木川原。 岩木山を眺望しつつ一日中楽しめる場所。

【応募者のコメント】

３４



有料老人ホーム健生弘前ホームあじさい前からの眺め

田植えをしたばかりの水田に夕日と岩木山が映り
美しいと思いました。

また、ここでは様々な岩木山が撮れるため選びました。

【応募者のコメント】

３５



大久保（国道７号線）の風景

７号線で藤崎町を通過し弘前市に入り桜並木通りを走行中の

眺望風景。

春はさくらのある風景と化す。

【応募者のコメント】

３６



赤いりんごポストと新雪の津軽富士（岩木山）
～師走はじめの弘前りんご公園にて～

師走早々の弘前りんご公園。特産のりんごは、収穫がすでに終
わっているが、大きな赤いりんごを型どったモニュメント（造型）が
ちょこんと乗っかった「りんご色のまち弘前」をＰＲする郵便ポストが
眩しい。

新雪を頂く津軽富士・岩木山の白さと真っ赤なりんごポストの赤、
そして冷たいほどの津軽の初冬の空の青さが、北国の残照となっ
て心に焼き付く。

【応募者のコメント】

３７



弘前市りんご公園から眺めた岩木山

りんご公園の展望台から見た岩木山

残雪と新緑のコントラストが美しい！！

【応募者のコメント】

３８



狼森鷲の巣山頂上から眺める弘前市街地と岩木山

眼下に弘前市を一望できる絶景です。
秋晴れの日登ってみてください。
大狼神社からゆっくり１５分、陸羯南の石碑があります。

【応募者のコメント】

３９



弘南鉄道大鰐線 先頭車両から眺めた岩木山
～大鰐線小栗山駅付近～

ちょうど進行方向の正面、

線路の先に見える岩木山に見入ってしまいました。

【応募者のコメント】

４０



弘南鉄道大鰐線（津軽大沢駅～松木平駅）
大鰐方向左側の車窓から

大鰐線は速度が車窓からの風景を楽しむのにちょうどいい。

明るく広々とした田園風景に気分が軽くなりました。

【応募者のコメント】

４１



岩木山を望む弘前市石川の水田風景 ～春と秋～

春。田植えが終っていよいよ花咲く季節。春霞の中、残雪の岩木
山を遠望する津軽の穀倉地帯ののどかな風景。

秋。黄金色に実った稲穂。悠然とそびえる津軽富士・岩木山。畔
道には、コスモスも、色とりどりに咲いて、（山の青、稲の黄、花の
赤系と）三色の、美しくも豊穣な津軽・弘前のシンボリックな秋景
色！

【応募者のコメント】

４２

【春】 【秋】

【アップルロード沿い】



アップルロード入口（羽州街道）付近の眺め

水田が広がり岩木山の全景が望まれ、左端に弘南鉄道の電車

が走っている風景。

【応募者のコメント】

４３



弘南鉄道大鰐線ＪＲ交差

弘南鉄道大鰐線の宣伝のため、撮影したうちの1枚です。

大鰐線に乗った場合、一番わくわくする場所ではないか
と思います。

先頭車両の一番前でないと見られませんが。

【応募者のコメント】

４４



石川の御幸橋からの眺め

美しい空と岩木山のシルエット！

【応募者のコメント】

４５



弘南鉄道大鰐線平川鉄橋

弘南鉄道大鰐線の宣伝のため沿線を回り、撮影したうちの１枚で
す。

堤防道路の上から、下り（大鰐方面）電車と岩木山を一緒に撮影。

【応募者のコメント】

４６


